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第19回
足

立 の
花 火

大 会

美しい地球 かがやく足立

日時 7月24日(木)
午後7 時15分～8 時45分

( 打上開始、午後7 時30分)
荒 天 の 場合 は25 日に 順 延

場所 荒川l河川敷
( 千住新橋～西新井橋間)

今年 の花火大 会は、「美しい 地球
かがやく足立」を テーマに、夏の夜空
を彩ります。うれしい ことに昨年より1, 000

発 多い 、9, 50Q発 の花 火を 打 ち
上げる予定です。どう ぞお 楽しみに!

当
日
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

観
覧
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
場
で
ご
覧
の
皆
さ
ん
へ

▽
プ
レ
ジ
ヤ
ト
ボ
ト
ト
で
の
観
覧
は
禁

止
で
す
マ
立
入
`
m
区
域
(
図
2
)

に
は
危
険
で
す
の
で
入
ら
な
い
で
ぐ
だ

さ
い

マ
千
庄
新
橋
、
西
新
井
橋
上
か

ら
の
観
覧
琺
m

で
す

マ
会
場
内
に

は
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

自
転
車
に
よ
る
来
場
は
禁
止
で
す

マ

ゴ
ミ
は
所
定
の
場
所
に
捨
て
て
く
だ
さ

い

※
な
お
、
会
場
内
に
警
察
、
消
防

の
本
部
、
救
護
所
を
設
け
て
い
康
瓦

緊
急
の
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
め
ぐ
n
あ
い
の
塔
」
(千
住
側

と
梅
田
側
の
2
ヵ
所
)
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
待
支
易
せ
等
に
'
翁
用
く
だ

さ
い

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

マ
会
場
周
辺
の
道
路
(
図
丁
青
色
部

分
)
で
は
、午
後
6
時
か
ら
終
了
予
定

の
9
時
3
0
分
ご
ろ
ま
で
、車
両
は
通
行
`

霍
ど
な
2

手

▽
通
行
草
止
区
域

内
に
お
住
ま
い
の
万
は
、
所
轄
の
警
察

署
で
通
行
許
可
苳
寡
け
取
つ
て
ぐ
だ

さ
い

▽
首
都
高
速
中
央
環
状
線
千
住

新
橋
出
入
口
の
利
用
は
で
鳶
稾
せ
ん

花
火
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
ヘ

危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

等
に
、
防
炎
シ
ー
ト
を
か
け
Z
yな
ど
、

事
故
の
防
止
・
安
全
対
策
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

周
辺
の
企
業
・
営
業
所
の
皆
さ
ん
へ

当
日
は
、
花
火
奮
天
し
く
見
る
た
め

に
、
周
辺
の
不
オ
ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

図1 交通規制案内( 午後6 時～9 時30分ごろまで)

図2 立入禁止区域・観覧場所等

旧
千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画

第
8
回
目
の
審
議
会
を
7
月
3
0日
に
開
催
予
定

第
6
回
審
議
会
は
、6
月
1
8日
開
催
。

跡
地
利
用
に
関
す
る
委
員
叉

か
ら
の

提
案
説
明
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
方

法
等
に
つ
い
て
審
糲
が
行
p
れ
ま
し
た
。

委
員
提
案
は
、
前
回
に
続
き
延
べ
1
7

人
に
よ
る
発
表
と
な
り
ま
C
た
。
出
さ

れ
た
大
蔵
設
内
容
は
、
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
。
文
化
ホ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
、
駐

車
場
、
防
災
施
設
、
社
会
教
育
館
、
住

区
セ
ン
タ
ー
、
児
童
・
高
齢
者
福
祉
施

設
、
病
院
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
。

次
回
の
瞿
議
会
で
ほ
、
追
加
提
案
お

よ
び
提
案
に
対
す
る
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
る
予
定
で
y
。

な
お
、
第
7
回
は
、
7
月
8
日
開
催
。

第
8
回
審
議
会
は
、
次
の
と
お
り
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

日
時
卜
7
月
3
0日

團
、
午
後
1
時
開
会
予
定

場
所
卜
区

役
所
中
央
館
&
階

・
審
糲
会
の
傍
聴
つ
い
て

傍
聴
券
の
配
布
日
抽
選

傍
聴
受
付
時

間
・
場
所
H
午
後
L
時
か
ら
L
時
4
0分

ま
で
、
中
央
館
―
階
ア
ト
リ
ウ
ム

抽

選
=
午
後
1
時
4
5分
か
ら

問
先
卜
企

画
課(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

荒
川
・
隅
田
川
・
臨
海
部
め
ぐ
り

東

京

水

辺

ラ

イ
ン
前

売

乗

船

券

取

扱

中

水
上
バ
ス
で
荒
川
、
隅
田
川
、
臨
海

部
の
水
辺
の
旅
を
お
楽
レ
タ
、
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
H
▽
大
回
り
・
=
千
住
曙
町
船
着

場
(
午
後
O
時
4
0
分
)
～
両
国
卜
青
海

上
月
明
～
葛
西
臨
海
公
園
～
(
荒
川
経

由
)
卜
岩
淵
水
門
～
千
佯
曙
町
船
着
場
　

(
午
後
1
時
)
▽
小
回
り
・
両
国
(
午

前
9
時
3
0
分
)
昜
了
有
明
～
葛
西

臨
酲
公
園
1
(
荒
川
経
由
)
I
隅
田
水

門
～
千
住
曙
町
船
着
場
(
午
後
1
時
3
0

分
)

運
行
日
=
金
・
土
・
日
曜
日
、

祝
日

前
売
料
金
日
大
人
千
7
0
0
円
、
小

人
屆
円
(
通
常
料
金
の
1
,
5創引
き
)

乗
船
券
の
販
売
卜
足
立
区
観
光
協
会

蔬
菜
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
運
行
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
乗
船

の
予
約
は
、
衷
京
水
辺
ラ
イ
ン
ま
で

　
(
5
6
0
8
)
8
8
6
Q
}

今年は「私がいる街 その
瞬間( とき) を大切に! 」を
テーマにまつりを 企画中です。

A・F es t a' 97
10 月11日( 土)
12日( 日)

◆会場 ◆

荒川河川敷虹の広場
北千住駅西囗ひろば

記念グッズ
8月から

発 売 予定

お 楽 し み に

問先= 足立区区民 まつり委員
会 事 務局( 地 域振 興 課 育成
係> 　3880- 5111 ㈹

今号の主な内容

432777

▽ ▽ ▽蒿i に 鬪l l

の へ 通 っ
フ ル 知 健
lバ1 ゛ぶ 樊

肘 祠 で

タ ス/ 巓 ン
齟 丿H

公 ば 示 れ7。t 。 翕

ミyQ 卩yj ! ;

霜 回

◎ あ だち広 報は毎月5 日 ・15日・25日/ エク スプレ スは奇数月1 日 発行　 ※ 区民 事務所や駅の広 報スタンド などにも 置いてあり ますの で、ご利 用く ださ い
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは・

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

健

康

栄
養
成
分
表
示
基
準
講
習
会

食
品
の
栄
養
成
分
表
示
の
基
翠
が
新

し
く
な
Q
F

レ
た
。
多
種
多
様
な
加
工

食
品
の
特
性
盈
埋
解
し
、
賢
く
利
用
す

る
た
め
、
新
制
度
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
H
a
月
7
a
Ⅲ
、
午

後
L
時
3
0分
1
ま
″

費
用
H
無
料

申
込
=
w
話

塀
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
栄
養
指
導

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(直
通
)

第6 回はつらつ健康大学
高齢社会に向けて

「すてきに生きる」

地
域
で
会
x
と
り
か
か
わ
ひ
の
中

で
、
牛
蔘
蛋
刄
亊
孚
`
と
の
大
切

さ
を
一
緒
に
楽
し
く
t
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
等
日
表
1

対
象
卜
区
内

在
住
の
万
(
原
則
と
し
て
全
E
程
参
加

で
責
る
方
。
過
辰
に
修
了
証
争
審
吁

た
方
は
ご
還
原
く
だ
さ
い
)

定
S
H
5
0

人
(
先
耕
順
)

費
用
H
無
料

申

込
日
電
話
(
U
t
t
f
cけ
呀
も
侭
苣
か

ら
)

場
・
申
・
問
先
=
f
r央
本
町
保

健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表1 日程等

いずれも月曜日、時間は午後1 時30分～4 時

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
患
者
会

贋
瘍
怙
(
腸
炎
の
万
ほ
、
ふ
だ
ん
は

特
別
な
食
事
療
法
は
あ
2

卷

ん
。
し

か
し
ヽ
冫

蕚

籥
な
ど
は
'
m

か

に
や
さ
し
い
食
事
が
と
な
n
e
ヂ

。
基

本
的
な
食
事
の
注
意
を
学
び
、
お
互
い

の
交
酋
屬
i
t
{
し
ょ
う
。

日
時
=
7

月
3
1貝
困
。午
後
1
時
F
3
時
3
0分
、

対
象
=
s
#
性
大
腸
炎
の
1
茗
の
冢

族

内
容
基

に
や
さ
し
い
食
事
」
/
交
流
会

費
用
H

無
料

吩
一
T
I
話

場
・
申
・
問

先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
8
)
4
0
0
4

受
け
付
け
ま
す

タ
ン
ク
水
の
水
質
検
査

昨
年
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
0
1
5
7
が

猛
瞑
を
ふ
る
い
、
食
べ
物
や
水
の
衛
生

管
理
9
(
切
さ
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
奔
レ
た
。
細
菌
に
よ
る
飲
料

水
の
事
故
盒
9
、
た
め
、
保
健
所
で
は

タ
ン
ク
(
受
水
槽
)
た
水
の

検
査
(
残
留
塩
素
渙
家
と
鉄
分
)
と
相

譽
冪
吁
付
g
チ
。
検
査
を
希
單
歹

る
万
は
。
よ
く
洗
っ
た
容
器
に
数
分
間

流
し
た
あ
こ
り
豕
を
沺
跖
慶
入
れ
て
、

時
間
を
匯
か
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時
日
7
月
1
5
日
-
0
0
月
&
n
'
午
前

9
時
～
午
喙
ひ
時
対
象
H
区
内
受
水

槽
所
有
者
・
氤
埋
者

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
環
糲
衛

生
係

　
(
a
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
環
篤
衛
生
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

中
学
生
対
象

夏
休
み
食
事
体
験
教
室

お
い
し
い
食
嘉
と
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
の
な
か
で
、
食
事
を
通
し
て
、
い
き

い
き
健
康
つ
ぐ
口
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
日
7
月
3
0
a團
、
午
前
一…蒔
卻
分

～
午
後
1
時
3
0分

場
所
u
扇
中
学
校

対
象
=
中
罍
生

定一
卜
2
5人

費
用
=
1

円

申
込
H
電
話

申
・
問
先
卜

足
立
保
健
听
栄
養
指
導

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(直
通
)

国

保

7
月
1
8日
に
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書

9
年
度
a
民
税
の
確
定
に
伴
い
、
今

年
度
-

ま
り
ま

し
た
。
保
険
料
決
定
通
知
挙
と
、
7
月
I
9

月
刀
納
符
一
お
よ
び
一
括
払
込
用

(
7
月
ふ

角
全
納
用
)
椚
忖
番
を
、
7

月
1
8刪
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
。
9

年
度
住
民
税
が
確
定
し
て
い
な
い
方

(申
告
が
漏
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)
鴎
8

年
度
住
民
税
に
棊
つ
い
'
に罸
箟
し
て

あ
n
&
チ
。
こ
の
ぶ
ヌ
芳
に
は
、
今

年
度
住
民
税
が
確
定
レ
た
時
点
で
。
正

し
い
保
険
料
に
穿
更
し
た
納
入
通
知
書

を
迴
胥
じ
畧
y
o
s
民
健
康
保
険
料

の
納
期
限
腿
晋
策
日
で
y
。
納
め
忘

れ
の
な
い
ぶ
£
顴
い
し
李
す
。
便
利

な
口
座
振
替
も
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

年

金

障
害
・
遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)

年
金
を
受
け
て
い
る
方

「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
・
遺
族
碁
礎
(
旧
母
子
)
年
金

奮
耆
そ
い
る
呎
の
万
に
、「
現
況
届
」

の
用
紙
(
(
ガ
キ
)
を
瓦
以
肓
に
郵

送
'
-
M
)
0た
。

対
象
=
8
斌
前
の
男

気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
者
/
福
祉
年
金
か
ら
切
n
魯
え
ら
れ

た
障
I
(

旧
母

子
)
年
金
の
受
給
者

「
現
況
届
」―

け
'
{だ
め
に
必
要
な
キ
続
き
で
歹
。
必

要
事
項
夲
記
入
し
押
印
の
{
夏

、
近
ぐ

の
区
民
事
務
所
で
証
叨
寡
吁
て
、
必

ず
y
月
3
1
B
ま
で
に
国
民
年
令
課
給
付

係
へ
郵
送
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
同

時
に
『
所
得
審
査
冫

祥
い
家
'
ゐ
で
、

未
申
告
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場
合
で

甎

前
年
分
(
8
年
中
)
案

得
に
つ

い
て
区
民
税
の
甲
告
を
済
ま
せ
て
お
い

て
ぐ
だ
さ
い
(
9
年
1
月
I
E
現
在
の

住
所
地
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
)
。

問

先
=
c
s
係

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
日
表
2
内
容
H
m
罠
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、―
の
支
払
い

方
法
な
ど
※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、

鹿
浜
セ
ン
タ
　
存
い
ホ
歹
問
先
=

推
進
係
`
I

表2 ねんきん出張相談日程

夜 間 開 設

〔
多
重
債
務
に
気
を
つ
け
て
〕

最
近
、
消
費
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
サ
ラ
金
奮
4
済
能
力
以
上
に

利
用
し
て
多
重
債
務
に
陥
り
、
破
産

に
ま
で
至
忝
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
激

増
し
て
い
求
y
。

・
多
霙
債
務
激
増
の
原
因

▽
借
り
手
側
の
原
因
・
:
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
H
借
魚

と
い
う
自
省
が
不
十
分

な
豕
ま
に
利
用
。
返
済
で
さ
な
ぐ
な

忝
と
別
の
サ
ラ
金
等
か
ら
次
々
に
借

り
、
借
金
を
雪
だ
る
ま
式
に
増
や
し
て

」罍
つ

▽
賞
す
側
の
原
因
・
=借
り
手
の
借
金
額

や
支
払
い
能
力
を
十
分
に
審
杳
r
yな
い

刄
磊
i

資
を
し
て
し
i
つ

・
多
S
債
務
で
更
に
追
い
打
ち
か

新
聞
や
チ
ラ
シ
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の

張
り
紙
で
「
借
り
て
く
だ
さ
い
」「
即

日
融
資
J
な
ぐ
と
い
う
広
告
が
目
{
茗

宋
T
。
ま
た
、
直
授
電
話
で
「
豐

娶

一
本
化
し
ま
す
」「い
い
弁
護
士
を
紹

介
し
ま
す
」
な
ど
こ
勸
誘
I

斈
囗
も

あ
ひ
豕
歹
。
依
夘
莨
と
別
の
金
融
会

社
や
弁
護
士
の
紹
介
亂
と
し
て
高
額
の

手
教
料
を
歹
R
M

う
λ
、
実
際
に
ほ

何
も
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ひ
、
返
済

用
に
誇
U
た
支

忝
忿
ぐ
返
済
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
二
次
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え

て
い
求
歹
。

・
多
雜
債
務
に
な
っ
た
ら
ま
ず
相
談
を
　

篦
鷺
整
理
し
、
き
葛
ん
と
し
`
幾

済
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
?
夛
　

困
っ
た
と
き
に
は
毟
万
物
賢
者
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相

談
窓
口
の
紹
介
な
ど
情
報
の
提
供
も
行

っ
て
い
奪
y
。
問
先
卜
消
費
者
セ
ン

タ
ー(

3
8
8
0
)
5
3
8
0

ビ
デ
オ
広
報
完
成

N
E
W
S
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
N0.
37

区
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
新
し
い
施
般

を
紹
介
す
る
「
N
E
W
S
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち
」。今
鳳
笙
物
園
で
行
p
れ

た
『
ホ
タ
ル
の
タ
ベ
』
等
煮
髫
じ

て
い
患
'
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所
占
陂
情
報
室
、
区
内
各

図
一
館

問
先
日
広
報
課
映
像
担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

・
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
g

1
0時
～
午
彎
蒔

場
所
H
東
京
都
庁

(都
民
広
場
、
都
民
ホ
ー
ル
ほ
か
)

内
容
H
人
権
啓
発
資
料
展
/
ジ
ャ
ン
グ

ル
大
帝
先
行
上
映
会
(
2
5ぽ
、
午
前
1
1

時
・
午
後
1
時
、
先
着
搴
人
)
ほ
か

問
先
=
都
・
同
和
対
策
部

(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

・
く
ら
し
の
相
談
コ
ト
ナ
ー
(
無
料
)

日
時
叭
肖
口
貝
困
・
桴
劬
、午
前

1
0
時
～
午
後
t
時
(
鷽
町
は
午
後
3
時

ま
で
)

撮
町
H
西
武
百
貨
店
池
袋
店

了
階

内
容
卜
法
律
(
親
子
・
相
続
問

題
等
)
/
濤
筥
、契
約
等
/
人
檣
問
願
/

子
ど
も
の
人
権
(
い
じ
め
、体
罰
な
ど
)

問
先
卜
東
京
法
務
局
人
権
擁
腰
部
第
三

課

　
(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

・

小
台
処
理
場
施
設
見
学
会

日
時
叭
肖
苔
泌
、午
煎
…
蒔
～
午

後
1
時
内
容
旦
淵
設
の
見
学
/
ア
ニ

メ
映
圃
/
金
原
y
く
い
/
ゲ
ー
ム
大
会

ほ
か

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

場

・
申
・
問
先
誌

(
3
9
1
9
)
7
0
0
1

・

非
常
勤
職
員
の
募
集

対
象
H
1
9
歳～
3
5
歳
の
男
性
什
擧
内

容
Ⅱ
身
体
障
害
者
へ
の
援
助
や
指
導

勤
務
時
間
=
午
前
9
時～
午
後
t
時

給
与
卜
時
給
瞋
円
(
交
通
費
実
費
支

給
)
定
s
Ⅱ
F
人
棚
・
申
・
問
先
Ⅱ

釐

蚕

じ

あ
の
家

(
3
8
4
9
)
8
8
2
0

・
都
立
足
立
技
術
専
門
校
辺
笙
募
集

募
集
科
目
=
▽
昼
間
部
・
・
・
ビ
'
y
ネ
ス
経

理
科
/
ト
レ
ー
ス
科

▽
夜
間
部
・
未

工
科

訓
練
期
間
日
彖

谺

間

定
員
-
3
0

人

申
込
期
限
=
o
d
月
4

日

間
先
=
m

足
立
技
術
専
門
校

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
1

㈹
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福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

・

身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
臾
芳
が
、各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
営
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
y
。障
害
(
視
党
、聴
覚
、平
衡

機
能
、音
声
、̀
謐
。そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸

器
、ぼ
う
y
ち
、直
腸
、小
腸
機
能
)

の
程
度
に
よ
り
、1
1
6
級
の
等
級
が

あ
り
ま
す
。手
帳
の
交
付
に
必
霰
な
診

断
s
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
2
ヂ
)

の
費
用
の
一
部
(
内
部
障
害
は
1
千
円
、

そ
の
他
の
障
害
は
2
千
円
が
限
度
)
を

区
が
補
助
し
豕
y
。な
お
、モ
暇
取
得

後
は

、
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど

の
給
付
の
相
謦

寡

吁

付
け
て
い
ネ
冤

申
・
問
先
卜
各
福
祉
事
務
所

簔
3
)

・

愛
の
手
帳

知
的
蔀
堰
障
害
者
迅
の
方
が
各
種

の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
鼕
莎
手
帳

で
y
。障
害
の
程
度
で
I
～
t
t
度
の
等

級
が
あ
ひ
拿
T

。

申
・
問
先
ト
マ
1
8

歳
以
上
の
方
・
=
都
・
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

　
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

マ
1
8
歳
未
満
の
方
・・・
都
・
足
立
児
童
相

談
所

　
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

い

ず
れ
も

手
譽

簒
釼
ち
の
方
で
、
次
の
方
は

必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
H
住
所
が
変
わ
っ
た
/

氏
名
が
麌
わ
っ
た
/
死
亡
し
た
/
手

帳
を
紛
失

孤
し
た

問
先
日
各
福

祉
事
務
所
(
表
3
)

表3 福祉事務所一覧

申
請
は
お
済
み
で
す
か

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当

・
児
童
育
成
手
当
(
障
寨
手
当
)

対
象
H
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り

次
の
い
I

を
扶
養
し
て
い
る
方
・
:知
的
障
害
で

「
愛
の
手
帳
」I
L
I
度
/
身
体
障
害

で
「
身
体
障
害
耋
i

」1
・
―
級
/
-

※
所
得
制
限
が
あ
2

ヂ

手
当
月
額
H
1

万
i
千
5
0
0円

・
特
別
児
童
扶
薺
手
当
制
度

対
象
芯
縦

禾
満
で
心
身
に
璽
厦
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
F
L
I
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
I
ト
ー
級
程

溲
)

を
も
つ
児
竜
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該
当
す
1

酉

に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
…
所
得
が
限
度
額
以
卜
跖

る
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/

児
重

が
障
憲

噐

笛

温

灸

疂

的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
H
重
度

…
5
万
3
5
0円
/

中
度
・
:
3
万
1

千
5
3
0円

い
ず
れ
も

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
n
ま

す
の
で

、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
乱

昏

堕
『
屎

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
H
心
身
の
衰
え
や
障
害
な
ど
に
よ

り
、
日
常
牛
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ

～

の
方
/
重
度
の

心
身
障
害
者
逎
)
の
い
る
家
庭
で
、
家

庭
で
の
介
護
が
困
難
な
方

※
介
護
を

し
て
い
る
方
が
休
養
か
と
っ
た
り
、
公

的
行
事
等
へ
参
加
t
Q
場
合
に
も
利
用

で
き
豕
歹
(
年
間
3
6時
間
夲
限
度
)

内
容
旦

補
修
/
住
居
の
掃
除
・
整
理
孥
ぐ
加
/

身
の
回
り
の
世
話
/
牛
茗
必
需
品
の
賈

い
物
/
医
療
機
関
と
の
連
絡
/
通
院
介

助
/
官
公
署
等
9
函
き
代
行
な
ど

派
遭
時
間
帯
H
午
前
9
時
～
午
後
5
時
　

(
週
2
4
時
間
激
変
を
し
て
調
査
の
う

え
派
遣
)
※
食
事
・
排
せ
つ
・
通
院

・
着
替
え
の
介
助
等
、特
別
9
奮
が

あ
る
場
合
は
、早
朝
(
午
前
7
時
1
9

時
)
、夜
間
(
午
後
5
時
1
9
時
)
の

派
遣
も
あ
n
汞
y
費
用
日
生
計
中
心

者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

申
・
問
先

卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

(乳)医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

㈹
医
療
証
の
現
況
届
は
、手
続
き
の

簡
素
化
の
た
め
、今
年
か
ら
廃
止
に
な

Q
F
‥
y
た
。加
入
健
康
保
険
等
に
倉
更

の
ゐ
る
方
は
、
必
ず
変
更
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。※
継
続

の
方
の
新
し
い
医
療
証
は
、例
年
ど
お

り
9
月
下
旬
に
発
送
し
零
y
問
先
=

児
童
医
療
係

生

活

環

境

環
境
改
善
に
ご
協
力
を

大
気
汚
染
の
年
間
測
定
結
果
が
出
ま
し
た

区
で
は
、大
気
汚
染
の
状
況
を
常
時

把
顰
y
る
た
め
、大
気
監
思
釁
鹿
浜

・
東
和
・
宮
城
の
I
刀
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
(
千
住
監
視
室
は
1
年
1
1月
に

宮
城
に
移
設
)
。

8
年
度
の
測
定
結
果
(
表
4
)
で
は
、

二
酸
化
硫
首

星
監
視
室
で
環
境
基
翠

膏
犀
成
で
空
所
だ

。
と
yχ

が
、
そ

の
ほ
か
の一
物
質
に
つ
い
て
は
、7
年

度
よ
り
減
少
して
い
る
も
の
の
ま
だ
環

唇
籏

聚
上
回
つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

酸
性
雨
の
碪
皚
も
4
,
9
と
や
や
強
い
酸
性

度
を
″
し
て
い
欒
y
。

こ
れ
ら
の
大
気
汚
染
の
ま
な
原
因
は

自
動
車
の
排
気
刀
ス
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
の
改
善
の
た
め
、
マ
イ
カ
ー

の
使
用
を
ひ
か
え
忝
ぷ
つ
、
よ
り
一
層

の
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ホ
T
。

問

先
日
環
境
課
調
査

(
3
B
B
O
)
5
3
7
f
D

住
居
表
示
を
行
い
ま
す

区
は
、便
利
で
わ
か
ひ
や
歹
い
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
、住
居
表
示
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。次
の
地
域
で
は
、

1
0
月
4
日
か
ら
実
施
し
嫐
y
。対
象
地

域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、8
月

下
旬
に
「
新
住
居
表
示
の
お
知
ら
せ
」

お
よ
び
住
居
表
示
套
更
に
伴
う
諸
手
続

き
の
ご
案
内
・
住
所
変
更
通
知
用
(
ガ

キ
万

対
象

伊
興
町
前
沼
の
一
部
、
伊
興
町
五
庵
、

東
伊
興
町
の
一
部
、
伊
興
町
狭
間
の
一

部

問
先
日
住
居
表
示
扣
雪一

▼ 大気汚染測定装置

表4 年間平均値( 平成7 ・8 年度)

酸性雨は、7 年度は千住、8 年度は東和監視靈で測定した値です
宮城監視室のデータは年度途中からの測定のため省略しました

催

し

物

T
O
N
E
X
50

中
川
・
綾
瀬
川
治
水
キ
ャ
ラ
バ
ン

大
水
罟
啻
も
た
ら
し
た
「
カ
ス
リ
ー

ン
台
愚

か
ら
今
年
で
5
0年
に
な
り
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
災
害
の
恐
ろ
n
¥
{
蚤

思
い
起
こ
し
、
日
ご
ろ
Q
心
機
え
と
備

え
の
大
切
さ
奮
霧
藏
し
て
も
う
谷
つ

と
、
中
川
・
綾
瀬
川
流
域
を
'
T
o
N

E
x
叨
と
題
」
だ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
袤
り

ひ
豕
y
。
日
時
卜
8
月
4
日～
8
日
、

午
前
1
時～
午
後
5
時
場
所
H
区
役

所
1

階
ア
ト
リ
ワ
ム

内
容
ト
カ
ス
リ

ー
ン
台
風
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
ビ

デ
オ
放
鵈
な
ど

問
先
日
計
画
調
整
課
I
T
o
N
E
x
5
0
=

被
害
を
受
け
た
利
根

川
の
『
T
o
N
E

』
、
。
N
E
x
T
(
次
の
)
'

の
「
N
E
x

」
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
か
ら
5
0

年
・
未
来
の
5
0
年
の
「5
0
」

はん濫した利根川の 水をのみこんだ中川

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

ゆ
か
た
で
夏
体
験

区
内
に
お
年
ま
い
の
外
国
人
を
対
象

と
」だ
イ
ベ
ン
ト
で
y
。ゆ
か
た
の
着

方
と
盆
踊
n
を
練
習
し
I
す
。英
語
と

中
国
語
の
通
訳
が
つ
き
嫐
y
。日
時

g

定
S
=
2
0人

費
用
凵
3
0
0円(
お
茶
代
)

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年

セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

夏
季
区
民
教
養
講
座

足
立
区
の
頼
み
証
文

草

加

宿

の

成

立

・

発

展

日
時
日
7
月
2
7
R囲
、
午
後
L
時
3
0分

(午
後
L
時
か
ら
鷽
忖
)

壜
爵
濯
青

年
セ
ン
タ
ー

内
容
H
足
立
区
の
頼
み

証
文
/
草
加
宿
の
成
立
i

頡

講
師

卜
森
朋
久
氏
(
明
治
大
学
講
師
)
、
佐

藤
久
夫
氏

章
加
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
)

費
用
H
無
料
(
先
着
7
0人

に
資
料
配
布
)

申
込
日
当
日
会
場
へ

問
先
卜
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
q
U

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
ど
う
し
て
就
職
で
き
な
い
の
?

」

今
、
『超
氷
河
期
‘
と
い
わ
れ
る
就

職
難
の
中
で
、
就
職
活
勳
の
ま
っ
た
だ

な
か
に
い
ゑ
孚

罍
生
た
ち
。
そ
の
体

験
を
通
じ
て
、
就
職
難
の
原
図
万
目
分

ら
し
い
働
き
万
奮
7

笋
し
ょ
う
。

日
時
等
卜
表
5

ゲ
ス
ト
ト
福
沢
恵
子

氏
(
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
/
「
私

た
ち
の
就
職
手
帖
」
編
集
部
の
メ
ン
バ

ー

定
員
卜
2
0人
(
先
普
順
)

費
用

卜
無
料

申
込
目
電
話

場
・
申
・
問

先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表5 日程

● いずれも時間は、
午後6時45分～日時45分

うっかり放置で2, 000円
夏休みに増える!
放置自転車
区 では、駅前周辺約300m 以内を自転 車放置禁止区
域に指定しています。禁止区 域に放置された自 転車は、
撤去して駅ごとの自転車移送所 に運 び保管
休み期間中は、特に学生等の放置が目立ちます。うっ
かり放 置して、撤去料を支払う ということのないよう
注意し まし ょう。引き 取り の際には、撤去 料とし て2, 000

円を 徴収し ていま す。また、撤去後2 ヵ 月を 過

ぎ ると処分しますのでご注意く ださい。撤去自転車の
中には 盗難車も多くありますが、住所・氏名が記入し
ていないため持ち主に戻らな い自 転車がたくさんあり
ます。自転車には防犯登録をし て、必ず住所と名前を
記入し、鍵を二重につけまし ょう。 問先= 自転車係
　3880- 5111 ㈹

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
民
謡
と
カ
ラ
オ
ケ
の
集
い
7
月
2
0

日
网
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
/
西
部

区
民
ホ
ー
ル
/
無
料
/
富
田

(
3
8
5
5
)
3
5
0
5

☆
足
立
よ
い
映
画
を
見
更
=
7
月
2
1

旦
?
習
励
、①
午
前
1
0
時
～
午
後

1
時
1
0分
②
午
後
L
時
A

時
1
0分
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
/
「モ
ジ
ャ
公
」「金
色
の
ク
ジ
ラ
」/

瞋
円
(
一
歳
以
上
)
/
葬
冊

(
6
8
5
8
)
3
0
4
Q
u

☆
足
立
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
講
演
会
「
足

ゆ
び
の
変
形
と
手
術
」7

月
召
劭

、

午
後
L
時
双
A

時
習
/

竹
の
筱

セ
ン
タ
ー
/
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
た
め
の

講
演
会
で
歹
/
町
田
英
一
氏
(
日
杢
(

学
板
橋
訶
院
・
足
の
外
科
専
門
外
来
)
/

聊
円
/
石
川

(
3
8
8
8
)
9
8
6
4

☆
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ
&
月
2
4
日
～

2
6日
(
―
泊
3
日
)
/
国
立
笳
涓
甲

子
少
年
自
然
の
家
/
交
通
・
宿
泊
費
実

費
/
1
5
0人(
先
着
順
)
/
く
わ
し
ぐ
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
/
佐
々
木

　
(
3
8
8
3
)
4
4
2
6

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
万
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
温
課
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹
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施
設
の
見
学
が
で
き
ま
す

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

ス
テ
ン
シ
ル
(
型
染
め
)
体
験
も
で
き
ま
す

当
セ
ン
タ
ー
は
、
心
身
障
害
者
に
対

し
、
必
要
な
指
導
・
訓
練
を
行
い
、
自

立
の
促
進
お
よ
び
凭
騾
動
へ
の
参
加

鳶
叨
長
す
る
と
共
に
、
心
身
障
害
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
セ
ン
タ
ー
を
皆
癶
ん
に
知

っ
て
も
6
郢
冫
と
、
施
設
の
公
開
を
し

ま
ず
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日

時
日
7
月
3
1
日
閑
、
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時

内
容
卜
通
所
者
の
作
業
や
ク
ラ

ブ
の
見
学
、
作
品
の
展
示
。
ま
た
、ス

テ
ン
シ
ル
で
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

愕
0
0を
作
れ
ネ
す

場
・
申
・
問
先
卜

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

一
緒
に
芝
居
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「A
I
D
S
(
エ
イ
ズ
)
」を
テ
ー

マ
と
し
た
お
芝
居
を
、
つ
く
っ
て
い
き

ホ
y
。
キ
ャ
ス
ト
ー
ス
タ
ッ
フ
ど
ち
ら

で
も
結
構
で
す
。期
間
凵
7
月
2
2
日

A
月
1
3
日
初
回
打
ち
合
わ
せ
は
。

午
後
1
時
～
t
時
)
※
8
月
1
4
日
、

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
で
公
演
予
定

対
象

日
中
・
高
校
生
以
上
の
青
年
男
女

定

長
卜
3
0人

費
用
卜
無
料

申
込
日
電

話

期
限
日
7
月
2
0日

場
・
申
・
問

先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

投
稿
募
集

わ
た
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
掲
載
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。次
号
(
9

月
の
テ
ー
マ
は
「わ
た
し
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
記
」
。本
格
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
息
災
哂
か
な
社
会
的
貢
献

ま
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鷽
体
験
し
て
感

に
た
こ
と
、考
凡
た
こ
と
を
お
寄
せ
ぐ
`

告
い
。
選
考
の
う
又
、
掲
載
し
ホ
丐

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
哲
闍
差
し
上

げ
一一ヂ

。

申
込
日
住
所
、
氏
名
。
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
伽
字
程
度

に
袤
こ
め
て
郵
垈
弄
ほ
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
日
7
月
1
8日

申
・
問
先
卜
広
報

係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

F
A
χ
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

デイキャンプ
水鉄砲 合戦

日時=7月25日( 金) 、午前9時

30分～午後4時対象=小・中

学 生 ※ 弟・妹( 幼 児) の 参加

を希望 する場 合は保護者同伴

内容= 午前中 …カレ ー作り/ 午

後… 水 鉄 砲 合 戰 定 員=150 人

(先 着順) 費用= 無料 場・

申・問先= 西部児童館

3897 ―5016

スケッ チ
あ だ ち

しょうぶの花にうっとり
好評だった6 月の見学会

施設見学会
ただいま参加者募集中

7 月は紙 す き体験

6
月
1
4・
1
5り
竹
日
1
2
0日
ま
で

「し
よ・呈

の
施
設
見
栄
宀

が
行
わ

な
じ
た
。こ
れ
は
、区
民
の
雅
兄

に
も
っ
と
自
分
の
ま
ち
を
知
っ

て
も
ら
む
冫
と
毎
年
開
か
れ
、

北
綾
瀬
に
あ
る
し
ょ
う
ぶ
沼
公

園
柴
甲
心
に
め
ぐ
り
ま
し
た
。

7
月
は
夏
休
み
と
い
う
こ
と

で
親
子
の
施
設
見
学
会
を
実
施

し
毒
す
。紙
す
き
体
験
や
、ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で
の
ド
ー
ム
シ

ア
タ
ー
見
學
と
内
容
も
盛
ひ
だ

く
さ
ん
。現
在
、参
加
者
套
`

集
中
で
す
。対
象
H
小
学
生

の
親
子
莟
人
ま
で
)
日
時

卜
7
月
2
9
日
～
8
月
1
日
、午

前
涯
璢
芬
～
午
後
t
時
(
予

定
)

内
容
卜
紙
す
き
体
験
、

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
見
学
ほ
か

申
込
=

電
話
(
先
着
順
)

問
先
卜

広
報
課(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

若
さ
で
ダ
ッ
シ
ュ「

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

野
球
チ
ー
ム
、地
域
に
貢
献

6
月
1
日
、
入
谷
中
体
育
館
で
野

球
チ
ー
ム
・
入
谷
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
　

(
1
7～
3
5
歳
。
2
0
人
で
構
成
)
が
西

新
井
消
防
署
の
救
急
救
命
士
の
方
を

招
き
。
応
急
手
当
の
講
習
会
を
閧
催

し
ま
し
た
。「
仕
事
の
帰
り
に
、
千

住
新
喬
で
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
お

年
寄
ひ
が
目
の
前
ぶ
'
れ
た
ん
で
す
。

す
ぐ
救
急
車
奩
芦
ま
し
た
が
、
到

着
ま
で
何
も
す
る
す
べ
の
な
い
自
分

の
無
力
さ
牙
躅
感
し
、
何
か
で
膏
な

い
だ
る
冫
か
と
思
い
ま
し
た
」
と
ダ

ン
デ
ィ
ー
ズ
の
酒
井
さ
ん
。
こ
の
話

を
藺
い
た
`
詈
の
角
川
さ
ん
が
早
速
、

西
新
井
消
防
署
へ
相
談
、
今
回
の
催

し
と
な
り
函
し
た
。
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
は
、持
ち
前
の
若
J
{
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
、
地
域
へ
の
呼
び
揖
け
か

ら
会
場
設
営
、
看
板
づ
く
ひ
こ
奔
吏

当
日
は
9
0
人
を
超
&
人
た
ち
が
集

ま
り
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
人
工
呼

吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

人
工
呼
吸

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

かわいい指人形劇で
交通ルールがわかったよ

6
月
1
6日
、
元
宿
幼
稚
園

刄
t
住
交
通
安
全
篦
砺
人

部
会
に
よ
る
指
人
形
劇
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
劇
は
幼
稚
園

や
小
学
校
等
夸
豕
む
っ
て
上

演
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
に
「交

通
ル
ー
ル
鳶
苫

て
ね
」
と

呼
び
价
け
る
も
の
。

(
ラ
(
ラ
ド
キ
ド
キ
し
た

劇
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は

実
際
に
人
形
夲
さ
わ
ら
せ
て

も
ら
い
、
交
通
ル
ー
ル
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
ぶ
つ
で
冤

お人形、かわいいな

おもしろ～い

事故に気をつけてね

舎
人
公
園
に花のじゅうたんができました

い
ヽ
ま
一
色
ま
ん
し
ん
せ
?
宍
瑟
昌
劣
訌
器

ヽ
を
を
あ
黄
花
に
過
次
楽
よ
は
種
ち
ヽ
く

じ
を
`
を
し
E
禦
具
昌
黯
晉

公
な
る
れ
ピ
り
熈
つ
し
`
一
る

入
ろ
す
く
ヽ
ど
一一‘
も
ま
で
れ

舎
い
園
て
J
り
に
は
い
花
く

ろ
来
せ
面
と
さ
今
ま
な
てこの一帯は花で一杯

やさしさ、行動、そして未来へ

あだち区民環境フェア97

「
こ
う
い
う
機
会
が
な
い
と
、
改
め

て
環
境
に
つ
い
て
耆

急

つ
て
な
か
な

か
な
い
で
す
ぷ
ね
。
大
忝

な
禀
よ
ひ
、

ま
ず
は
身
の
回
り
で
で
き
る
'
に
'と
か
ら

始
め
た
い
で
す
ね
。」
と
家
族
で
参
加

の
お
母
さ
ん
。

6
月
2
8
日
・
2
9
日
の
2

日
間
に
わ
た

り

「
あ
だ
ち
区
民
環
境
フ
ェ
ア
」
が
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
の
皆
"
ん
で
構
成
さ
れ
る
実
行

委
員
会
が
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
、
当

吁
は
、
講
演
会
や
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
環
境
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。

◎「あ だち 広報」は再生紙を使 用し てい ま す Hi 240, 000


